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約1億6千万人の人々が住み、その半数近くが1日1ドル以下で生活している最貧国の一つで

す。ただ、近年、これまで世界の工場と言われてきた中国の人件費の上昇をにらんで、バ

ングラデシュへ工場を移そうとしている企業が増えていることから、今後、経済の様相は

大きく変わることが予想されます。 

  さて、今回は、バングラデシュの交通

の様子をご紹介しましょう。私が同行した

研究グループの移動はすべて車でしたが、

町中では、車（バス・タクシー）以外に、

リキシャと呼ばれる人力車、3輪タクシーな

どの移動手段があります。もちろん大半の

人々は、徒歩で移動しています。バイクも

ちらほら見かけますが、普通の自転車は見

かけませんでした。農村部では馬車等も利

用されていると思いますが、今回は目にす

ることが、ありませんでした。また、線路

があったので列車も運行していると思うのですが、ほとんど運行されていないためか、線

路はあたかも歩道と化していました。 

 さらに都市部では、信号らしい信号がな

く、車も人も移動したいように移動してい

るために渋滞と言うよりも、混乱と表した

方がよいような状態の場所が多数ありまし

た。一方、農村部では、渋滞というものは

ありませんが、その代わり道路の混雑状態

にかかわらず、どの車もめいっぱい速度を

上げて走っていました。さすがに、ドライ

バーもなれているようで、私たちもそれな

りに信頼していたのですが、対面通行の道

路では対向車がいるのに、追い越しのため

に反対車線に出るドライバーには度肝を抜かれました。このような状況は、昼間であれば

まだしも、街灯がほとんどない夜間の道路でも変わらないため、さらに危険な状況になり

ます。よくこれで事故が起きないものだと思っていたのですが、私たちがバングラデシュ

滞在中にも夜間にバスが橋から川に転落して死者がでるなどの大事故が起きていたようで

す。 

  最貧国の一つに挙げられるバングラデシュではありますが、このような交通状況にな

るほど、どこ見ても、人、人、人と非常に活気にあふれていました。ただ、次に行く機会

があったときには、この様な交通状況だけは、少しでも改善されていればうれしいと思い

ます。
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よよいい経経営営学学、、よよいい人人生生  

 あなたは、何のために経営学を学びますか。経営学は幸せな人生につながるでしょうか。 

 ひとくちに経営と言っても、いろいろなレベルの経営があります。経営学の対象として

普通イメージされるのは大企業の経営かと思いますが、中小零細企業にも経営者は当然い

ます。また、企業とはしばしば対置される行政でも、企業経営の手法を応用するNPM＝ニュ

ー・パブリック・マネジメントが流行りました。身の回りでは、家計簿は家庭の経営、お

こづかいの遣り繰りは自分自身の経営といえるでしょう。経営学の知見は、様々な場面で、

確実に役立てられています。 

 だからこそ、何のために、どのように経営学を使うのかが大切です。わが国では、右肩

上がりの経済成長が止まってから、リストラという名の解雇、新規採用の抑制、非正規雇

用への転換と賃金抑制が進められ、大企業の財務諸表は改善しました。その半面、貧富の

格差などの社会問題は深刻になりました。そして事態はさらに進行し、大企業自身が顧客

の購買力の低下と人材不足というしっぺ返しを受けています。企業単体の短期的な経営改

革という部分最適が、社会の全体最適や、企業自身の長期的な繁栄につながっていません。 

 また、経営学的な視点を他分野に持ち込むことがいいことばかりとは限りません。例え

ば政治は世の中全体の経営とも言えますが、移民や特定の人種・民族の排斥という、いわ

ば市民のリストラを問題解決の手段にしようという考え方があっというまに世界中に広ま

り、深刻な分断を各国で引き起こしています。本物の政治家は、一時の人気の獲得より、

たとえ厳しい視線にさらされようとも、本質を追求するものです。自分の決断が、一人ひ

とりの人生を、時には命をも左右するという究極の緊張感をもって、事に当たるものです。 

 もっとも、政治家でも、企業経営者でも、ひとりの人間でも、社会や仲間や自分の大切

な人を守る立場にあれば、本質を追求することや責任感の大切さは変わらないはずです。 

 このように様々な課題はあったとしても、経営学は、人を動かし、組織を動かし、世の

中を動かしていく知見を与えてくれます。正しく活かす気持ちと共にあれば、どんな立場

でも、どんな場面でも、人生をうまく運ぶ道しるべになるでしょう。あなたは、何のため

に経営学を学びますか。何のために生きるのでしょうか。理論と実践の繰り返しのなかで、

緊張感と真剣さをもって、問い続けて欲しいと思います。 


